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シソ属果実を混入した縄文土器
― 相模原市下原遺跡の事例 ―
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＊1 山梨県埋蔵文化財センター　＊2 山梨県立博物館

実見し、確認したものである。発掘調査報告書にも「器
面全面に多くのくぼみ（直径 1～ 2㎜）がみられる」こ
とが既に記載されており、肉眼観察した限りは植物種子
圧痕の可能性が高いと考えられたため、博物館にてシリ
コーン樹脂による圧痕レプリカを 3点サンプリングし、
中山に送付して試験的に同定を行った。その結果、シソ
属の可能性が高いとの所見が得られたため、平成 29 年度
に本格的な資料調査を実施することとした。
　博物館では縄文土器の再実測、拓本展開図の作成と写
真撮影を行い（註 1）、中山がレプリカ法による圧痕の同
定を実施した。分析作業を進める中で、西願により軟X
線撮影による胎土内の潜在圧痕の調査も並行して実施し
た。この時点で、石膏で補強された復元個体の状態では、
土器内面のレプリカ採取が困難である点と、軟X線撮影
の撮影方向に対して土器の裏側についても撮り込んでし
まい、画像観察が困難であったことから、接合された復
元個体の状態から元の土器片へと解体を行った。解体に
よる元の土器片は 17 点からなる。解体した結果、土器片
の破断面にも圧痕が確認され、土器内面とともに追加の
圧痕調査を行うとともに、土器片 1点 1点に対して再度、
軟X線撮影を行った。　　　　　　　 　　　　　（中川）

２　遺跡の概要
　下原遺跡は神奈川県相模原市南区下溝に所在する（第
1図）。神奈川県の中央を南北に流れる相模川の東岸には、
雛壇状に形成された河成段丘の相模野台地が広がってい
る。古相模川の離水時期の違いにより、上段から相模原面・
中津原面・田名原面・陽原面を形成しており、各段丘面
を画する段丘崖の裾部には湧水が多くみられる（第 2図）。
本遺跡は中段の田名原面に立地する。田名原面には鳩川、
姥川、道保川の小河川が台地を刻んで蛇行して流れてお
り、流域沿いには湧水環境を背景として、勝坂遺跡をは
じめ縄文時代中期の集落が数多く分布している地域であ
る（中川 2015）。この「鳩川三川」は平行して南流し、
本遺跡付近では河川間が近接しており、鳩川 - 姥川間と
姥川 - 道保川間の台地幅が 100 ｍ前後と狭小となる。本
遺跡はこの内、中央に流れる姥川の左岸縁辺に立地する。

はじめに
　縄文土器には、形態や文様など、時代や文化を探る上
で重要な情報が非常に多く内在されているが、土器の表
面についている「圧痕」と呼ばれる凹凸は数年前までほ
とんど注目されることがなかった。圧痕とは、焼成前の
土器の製作段階で粘土に物体が押し当てられ、プリント
された陰影で、近年ではレプリカ法と呼ばれる方法によ
って、実体は失われていても土器に刻まれた痕跡から物
体の大きさや形状、表皮構造などを細部にわたって復元
観察できる（丑野・田川 1991）。
　この方法を用いた圧痕の調査研究が全国的に展開され
るようになった近年、縄文土器の中にダイズ属、ササゲ
属アズキ亜属、シソ属など特定の植物種子を多量に混入
する事例が蓄積しつつある。
　特にシソ属の果実では、富山県小竹貝塚（小畑 2015）、
山梨県花鳥山遺跡（中山他 2017）、長野県梨久保遺跡（会
田他 2015）など、縄文時代前期から中期にかけての土器
から検出されるものがある。これらの土器の中には数百
点から数千点のエゴマ果実が含まれており、土器製作の
粘土練り込みの段階で混入したと考えられる。しかし、
全国的に見てもこのような資料は、まだ発見数が極めて
限定されており、その混入の意味や混入植物に関する検
討は緒についたばかりで、資料蓄積の段階にある。
　今回調査を行った下原遺跡出土土器は、出土から 20 年
以上が経過しているが、植物由来の種実圧痕が表面に刻
まれていることが再発見された資料である。レプリカ法
による圧痕分析ではシソ属の果実が確認され、軟X線分
析によっても、それらの果実が土器胎土中にも多量に存
在していることが明らかにされた。本稿は、その分析結
果を報告するものである。　　　　　　　　　　  （中山）

１　分析の経過
　1990 年代前半に各発掘調査報告書が刊行された下溝遺
跡群の資料は、現在、相模原市立博物館の考古資料収蔵
庫にて保管されている。分析資料である下原遺跡 B地区
から出土した植物圧痕が見られる縄文土器は、2017 年 2
月に考古企画展の準備中に復元個体となっている資料を
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【代表的湧泉】
　①中ノ郷のヤツボ　②水場のヤツボ　③清水山口家のヤツボ　④田名宗祐寺～滝坂　
　⑤芹沢（オイシャリの泉）、当麻山公園　⑥麻溝周辺（浅間神社～相愛病院）　⑦姥川源流部　
　⑧上溝、横山周辺　⑨道保川周辺　⑩十二天神社など　⑪道保川中流部
　⑫八瀬川源流　⑬八瀬川左岸田名バーディゴルフ場～谷原　⑭谷戸川　⑮勝坂遺跡下

第 1図　相模原市内の縄文集落址分布図

第 2図　相模野台地における縄文時代中期集落と湧泉分布図
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【凡例】

第 3図　下溝遺跡群縄文時代住居址分布図
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と B地区に展開する。さらには姥川対岸の下中丸遺跡で
も勝坂 2式期に集落形成が開始され、勝坂 3式期を主体
に展開する。勝坂 3式期以降になると、下原遺跡 B地区
の集落が次第に北側に移動して上中丸遺跡の集落を形成
し、中期後葉には同集落に収斂するかのように、大規模
な環状集落へと発展し、中期末に集落の急激な衰退を経
ながらも後期初頭まで継続した様子が確認できる。この
内、本研究で分析資料となる植物果実圧痕土器は、下原
遺跡B地区で検出された土坑からの出土品である。

（中川）

３　分析資料
　下原遺跡 B地区は上述の通り、勝坂 2式～ 3式期にか
けての環状集落とみられ、中央広場と想定される空間に
は土坑群が集中して分布している（第 4図）。この内、土
坑群のやや南側で検出された 44 号土坑は、覆土中から縄
文土器 4 個体が出土しており、墓壙と想定されている。
本研究で分析対象とした資料は、この土坑から出土した
土器の内の 1点である（報告書第 249 図 7）。
　第 5図に再実測した圧痕土器を示す。胴部～底部が接
合復元され、口縁部を欠く。現存で器高 16.6㎝、底径 7.6
㎝を測るやや小形の深鉢形土器である。器形はやや外形
しながら直線的に広がる。色調は外面が薄い橙色、内面
は黒色～黒暗褐色を呈す。施文は幅 1㎜程の短軸絡条体
による撚糸文とみられ、外面全体に縦位方向に施文して
斜行した装飾を施す。底面は無文である。器形・装飾と
もにどちらかというと特徴に乏しい粗製的な縄文土器で
あり、胴部上半には煤の付着がみられ、パッチ状の火ハ
ネも顕著に見られることから、煮炊具として使用されて
いた状況が認められる。肉眼観察で確認できた圧痕は外
面 82 点、内面 23 点、断面 10 点の合計 115 点であり、第
6図の展開図に圧痕の位置を示した。底部にやや密集す
る部分もあるが、全体的に満遍なく認められる状況であ
る。復元個体の解体により胎土内に含まれていた断面の
圧痕には、植物種子とみられる炭化粒がそのまま残って
いるものも認められた（第 6図写真）。
　44 号土坑に共伴した土器は第 7図のとおりである（報
告書図転載）。1は口縁部と底部を欠くキャリパー形の深
鉢形土器である。胴部の括れが強くやや寸胴な器形で、
外面全体に条が縦走する縄文を地文としている。2は大
形の深鉢形土器の口縁部である。特筆される点は、口縁
部と頸部の括れに加飾された眼鏡状突起の上部に、とぐ
ろを巻いた蛇体装飾の把手をもつ。さらには、そこから
口縁に沿ってもう一体の蛇体装飾が施されている。3も
大形の深鉢形土器の口縁部であり、図では正面観がずれ

　下原遺跡は土地区画整理事業により 1986 年 12 月～
1987 年 11 月に発掘調査され、南のA地区と北の B地区
に大きく分かれる。また、当該事業では下原遺跡 B地区
の北側に近接して上中丸遺跡、姥川対岸で下中丸遺跡も
調査され、縄文時代中期の集落群である下溝遺跡群とし
て把握されている（第 3図、下原遺跡調査団 1992・下中
丸遺跡調査団 1992・上中丸遺跡調査団 1994）。
　下原遺跡A地区と B地区の集落は姥川左岸沿いに 200
ｍ程離れて分布する。下原遺跡A地区は 34 軒の住居址
が調査され、中期中葉の勝坂 2式（藤内段階）期を主体
とした環状集落構造であるが、中央広場に墓域の形成は
認められない。希薄ながら前後の勝坂 1ｂ式（新道段階）
期～加曽利E3式期までみられる。
　下原遺跡 B地区は北側で上中丸遺跡の集落と一部重複
し、40軒の住居址が調査されている。勝坂2式～3式期（藤
内～井戸尻段階）を主体とした環状集落跡とみられ、中
央には土壙墓群からなる中央広場が広がっている。南側
の住居址分布は散漫で、北側の住居址分布は上中丸遺跡
を主体とした環状集落跡の一部が重なって濃密に展開し
ている。下原遺跡 B地区と上中丸遺跡は双環状集落跡と
されるが、下原遺跡 B地区の集落が勝坂 3式期以降、北
側に移動して、中期後葉を主体とした上中丸遺跡の集落
を形成していくこととなる。
　上中丸遺跡は 122 軒の住居址が調査され、勝坂 3式期
以降、加曽利 E2 式～ 3 式期を主体とした典型的な環状
集落跡と捉えられる。環状に分布する住居帯の内側にピ
ット群が展開し、中央広場に土壙墓とみられる墓域を形
成している。集落は中期末（加曽利E4 式 - 曽利Ⅴ式期平
行）に住居址数が激減しつつも、１軒であるが後期初頭
の称名寺 1式期まで確認できる。
　上中丸遺跡と下原遺跡 B地区から姥川を挟んだ右岸に
は、下中丸遺跡の縄文集落が分布する。鳩川寄りの調査
地点は集落の西縁部分とみられ、勝坂 3式期を主体とし
た 11 軒の住居址が調査されている。なお、平成 28 年度
に下中丸遺跡の姥川右岸縁辺で採集されたとされる縄文
土器等の一括資料が相模原市立博物館に寄贈されており、
市民協働で資料整理したところ、勝坂 3式を主体とした
土器群であった。姥川が東側に蛇行した台地凸部の一帯
には、本来は勝坂 3式期を主体とした環状集落が展開し
ていたと予測される。
　以上の通り、縄文時代中期の下溝遺跡群は近接して少
なくとも 4集落跡が分布しており、勝坂遺跡と同様に集
落の分布密度が高く、相模野台地でも特筆される地域で
ある。下原遺跡A地区の勝坂 1b 式期から集落形成が開
始され、勝坂 2式期を主体とした集落が下原遺跡A地区
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第 4図　下原遺跡B地区検出の 44号土坑
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第 5図　下原遺跡B地区 44号土坑出土の圧痕土器
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第 6図　下原遺跡B地区 44号土坑出土の圧痕土器
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第 7図　下原遺跡B地区 44号土坑出土の共伴土器
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　圧痕は、長さ 2.5㎜、幅 2.5㎜で、ほぼ球状を呈する。
表面全体が夾雑物に覆われるが、表面に網状の隆線がわ
ずかに認められる。大きさ、形態の特徴からシソ属に類
似するが、表面構造が不明瞭であるためシソ属近似種（cf.
Perilla）とする。
SIM08　（第 8図 7～ 8）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.9㎜、幅 2.3㎜、厚さ 2.2㎜で、平面は楕
円形、側面はイチジク状を呈する。頭部が若干破損し、
表面全体に網状の隆線が認められる。大きさ、形態や表
皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM11　（第 8図 9～ 10）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.3㎜、幅 2.2㎜、厚さ 2.0㎜で、平面は楕
円球状を呈する。表面が夾雑物で覆われるが、わずかに
網状の隆線が確認できる。大きさ、形態や表皮の特徴か
らシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM14　（第 8図 11 ～ 12）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.9㎜、幅 2.5㎜、厚さ 2.1㎜で、扁平の楕
円球状を呈する。頭部が丸く、表面全体に網状の隆線が
認められる。大きさ、形態や表皮の特徴からシソ属
（Perilla）果実と判断される。
SIM18　（第 8図 13 ～ 14）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.7㎜、幅 2.6㎜、厚さ 2.2㎜で、楕円球状
を呈する。表面全体に網状の隆線が認められる。大きさ、
形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM20　（第 8図 15 ～ 16）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.2㎜、幅 1.8㎜、厚さ 1.5㎜で、扁平の楕
円球状を呈する。基部から胴部にかけて欠損が激しいが、
表面全体に網状の隆線が明瞭に認められる。大きさ、形
態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM22　（第 8図 17 ～ 18）
　深鉢形土器胴部外面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.2㎜、幅 2.1㎜、厚さ 1.8㎜で、扁平の楕
円球状を呈する。網状の隆線が外皮全体を覆い、着点部
分に直径 0.9㎜程度の環状隆線が認められる。大きさ、形
態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM25　（第 8図 19 ～ 20）
　深鉢形土器胴部外面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.5㎜、幅 2.1㎜、厚さ 2.0㎜で、扁平の楕
円球状を呈する。表面に網状の隆線が不明瞭ながら認め
られる。また、外皮の裂け目から内果皮表面のわらじ状

ているため写真で示したが、刻目隆帯により中心を橋状
に渡して左右に双孔渦巻状に施し、ミミズク状の獣面把
手としている。
　1～ 3 の土器はいずれも勝坂 3式に比定されることか
ら、分析対象である圧痕土器も同時期のものと捉えられ
る。これらは完形土器ではないものの、縄文を地文とす
る粗製的な土器 2個体と動物意匠の把手をもつ特異な土
器 2個体で対となる共伴状況は特筆すべき点であり、土
坑の特殊性が示唆される。　　　　　　　　　　　（中川）

４　試料の分析方法
　本研究では、縄文土器の表面に残された圧痕の凹部に
シリコーン樹脂を流し込んで型取りし、そのレプリカを
走査型電子顕微鏡（SEM）で観察するレプリカ法と呼ば
れる手法を用いる。
　作業は、①圧痕をもつ土器の選定、②土器の洗浄、③
資料化のため写真撮影、④マイクロスコープを使った圧
痕部分の観察、⑤圧痕部分に離型剤を塗布し、シリコー
ン樹脂を充填、⑥硬化した圧痕のレプリカを土器から離
脱、⑦走査型電子顕微鏡（FEI 製の Quanta600）を用い
て転写したレプリカ試料の表面観察、という手順で実施
した。
　なお、離型剤にはアクリル樹脂（パラロイド B－72）
をアセトンで薄めた 5％溶液を用い、印象剤には JMシ
リコーンを使用した。　　　　　　　　　　　　　（中山）

５　同定結果
　肉眼観察により一次選定を行った 115 点の圧痕土器の
内、94 点について植物由来の圧痕が検出された。以下で
は、植物圧痕の同定結果について報告をする（表 1）。
SIM04　（第 8図 1～ 2）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.6㎜、幅 2.3㎜、厚さ 2.2㎜で、平面は楕
円形、側面はイチジク状を呈する。網状の隆線が外皮全
体を覆い、着点部分に直径 1.3㎜程度の環状隆線が認めら
れる。大きさ、形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）
果実と判断される。
SIM05　（第 8図 3～ 4）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.4㎜、幅 2.1㎜、厚さ 2.1㎜で、平面は楕
円形を呈する。表面全体に網状の隆線が認められる。大
きさ、形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判
断される。
SIM07　（第 8 図 5 ～ 6）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
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第 8図 　下原遺跡土器圧痕SEM画像（1）



中 山 誠 二 ・ 中 川 真 人 ・ 西 願 麻 以26

SIM37　（第 9図 9～ 10）
　深鉢形土器胴部外面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.3㎜、幅 2.2㎜、厚さ 2.2㎜で、平面は楕
円形、側面は基部がやや細いイチジク状を呈する。網状
の隆線が外皮全体を覆い、網状隆線内部には乳頭状の細
かい凹凸が見られる。着点部分に直径１.2㎜程度の凹み
がある。大きさ、形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）
果実と判断される。
SIM38　（第 9図 11 ～ 12）
　深鉢形土器胴部外面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.5㎜、幅 1.9㎜、厚さ 2.0㎜の平面は楕円
形を呈する。表面は下半部が夾雑物に覆われるが、上半
部には網状の隆線が認められる。大きさ、形態や表皮の
特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM44　（第 9図 13 ～ 14）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.5㎜、幅 2.2㎜、厚さ 2.1㎜で、平面は楕
円形、側面は基部がやや細いイチジク状を呈する。表面
に網状の隆線が認められる。また、基部付近の外皮の裂
け目から内果皮表面のわらじ状細胞状の痕跡が認められ
る。大きさ、形態や外果皮、内果皮の特徴からシソ属
（Perilla）果実と判断される。
SIM45　（第 9図 15 ～ 16）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.3㎜、幅 1.9㎜、厚さ 1.9㎜のやや偏平な
楕円球状を呈する。基部付近が夾雑物に覆われるが、上
半部の表面には網状の隆線が認められる。大きさ、形態
や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM46　（第 9図 17 ～ 18）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.9㎜、幅 2.4㎜、厚さ 2.2㎜のやや偏平な
楕円球状を呈する。網状の隆線が外皮全体を覆い、網状
隆線内部には乳頭状突起と見られる細かい凹凸が見られ
る。大きさ、形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果
実と判断される。
SIM51　（第 9図 19 ～ 20）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.5㎜、幅 2.3㎜、厚さ 2.0㎜で、楕円球状
を呈する。表面に網状の隆線が認められる。また、基部
付近の外皮の裂け目から内果皮表面のわらじ状細胞状の
痕跡が認められる。基部は夾雑物に覆われる。大きさ、
形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM58　（第 9図 21 ～ 22）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.4㎜、幅 2.2㎜で、一部欠損部が見られ

細胞状の痕跡が認められる。大きさ、形態や外果皮、内
果皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM28　（第 8図 21 ～ 22）
　深鉢形土器胴部外面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.7㎜、幅 2.3㎜、厚さ 2.2㎜で、平面は楕
円形、側面は基部がやや細いイチジク状を呈する。網状
の隆線が外皮全体を覆い、着点部分に直径 0.9㎜程度の環
状隆線が認められる。大きさ、形態や表皮の特徴からシ
ソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM30　（第 8図 23 ～ 24）
　深鉢形土器胴部外面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.0㎜、幅 1.8㎜、厚さ 1.9㎜で、平面は楕
円形、側面は基部がやや細いイチジク状を呈する。表面
に網状の隆線が明瞭に認められる。また、基部付近の外
皮の裂け目から内果皮表面のわらじ状細胞状の痕跡が認
められる。大きさ、形態や外果皮、内果皮の特徴からシ
ソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM32　（第 9図 1～ 2）
　深鉢形土器胴部外面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.3㎜、幅 1.8㎜、厚さ 1.8㎜で、平面は楕
円形、側面は基部がやや細いイチジク状を呈する。表面
に網状の隆線が明瞭に認められる。大きさ、形態や表皮
の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM33　（第 9図 3～ 4）
　深鉢形土器胴部外面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.4㎜、幅 2.3㎜、厚さ 2.3㎜で、ほぼ球状
を呈する。網状の隆線が外皮全体を覆い、網状隆線内部
には乳頭状の凹凸が見られる。着点部分に直径１㎜程度
の凹みが認められる。大きさ、形態や表皮の特徴からシ
ソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM34　（第 9図 5～ 6）
　深鉢形土器胴部外面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.2㎜、幅 1.9㎜、厚さ 1.9㎜で、平面は楕
円形、側面下部がやや平坦となり基部がやや細いイチジ
ク状を呈する。網状の隆線が外皮全体を覆い、網状隆線
内部には乳頭状の細かい凹凸が見られる。着点部分に直
径１㎜程度の凹みが認められる。大きさ、形態や表皮の
特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM35　（第 9図 7～ 8）
　深鉢形土器胴部外面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.4㎜、幅 2.3㎜、厚さ 1.5㎜の平面は楕円
形を呈する。表面には夾雑物に覆われるが、網状の隆線
が部分的に認められる。大きさ、形態や表皮の特徴から
シソ属（Perilla）果実と判断される。
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中 山 誠 二 ・ 中 川 真 人 ・ 西 願 麻 以28

　圧痕は、長さ 2.4㎜、幅 2.0㎜、厚さ 1.8㎜で、基部がや
や細いイチジク状を呈する。表面に焼成による発泡痕が
あるが、上半部に網状の隆線が認められる。大きさ、形
態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM103　（第 10 図 13 ～ 14）
　深鉢形土器底部内面に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.5㎜、幅 2.2㎜、厚さ 2.1㎜で、楕円球状
を呈する。基部に直径１㎜程度の凹みを持つ。表面には
網状の隆線があり、網状隆線内部には乳頭状突起の細か
い凹凸が見られる。大きさ、形態や表皮の特徴からシソ
属（Perilla）果実と判断される。
SIM108-1　（第 10 図 15 ～ 16）
　深鉢形土器胴部断面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.4㎜、幅 1.9㎜、厚さ 1.9㎜で、平面は楕
円形、側面下部がやや平坦となり基部がやや細いイチジ
ク状を呈する。網状の隆線が外皮全体を覆い、網状隆線
内部には乳頭状の細かい凹凸が見られる。大きさ、形態
や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM109　（第 10 図 17 ～ 18）
　深鉢形土器胴部断面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.7㎜、幅 1.9㎜、厚さ 1.9㎜で、基部がや
や細いイチジク状を呈する。網状の隆線が外皮全体を覆
い、基部付近の外皮の裂け目から内果皮表面のわらじ状
細胞状の痕跡が見られる。大きさ、形態や外果皮、内果
皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM110　（第 10 図 19 ～ 20）
　深鉢形土器胴部断面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.4㎜、幅 2.3㎜、厚さ 2.2㎜で、楕円球状
を呈する。網状の隆線が外皮全体を覆い、網状隆線内部
には乳頭状の細かい凹凸が見られる。大きさ、形態や表
皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM111　（第 10 図 21 ～ 22）
　深鉢形土器胴部断面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.2㎜、幅 2.2㎜、厚さ 2.0㎜で、側面下部
がやや平坦な楕円形を呈する。網状の隆線が外皮全体を
覆い、網状隆線内部には乳頭状の細かい凹凸が見られる。
着点部分に直径１.2㎜程度の環状隆線が認められる。大
きさ、形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判
断される。
SIM112　（第 10 図 23 ～ 24）
　深鉢形土器胴部断面下部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 1.9㎜、幅 1.8㎜、厚さ 1.9㎜で、側面下部
がやや平坦な楕円形を呈する。網状の隆線が外皮全体を
覆い、網状隆線内部には乳頭状突起の細かい凹凸が見ら
れる。着点部分に直径 0.9㎜程度の凹みが認められる。大

るが楕円球状を呈する。網状の隆線が外皮全体を覆う。
大きさ、形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と
判断される。
SIM69　（第 9図 23 ～ 24）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.4㎜、幅 2.0㎜、厚さ 1.9㎜で、楕円球状
を呈する。網状の隆線が外皮全体を覆い、着点部分に環
状隆線の一部が認められる。また、基部付近の外皮の裂
け目から内果皮表面のわらじ状細胞状の痕跡が見られる。
大きさ、形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と
判断される。
SIM74　（第 10 図 1 ～ 2）
　深鉢形土器胴部外面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.5㎜、幅 2.0㎜、厚さ 1.8㎜で、平面は楕
円形、側面は基部がやや細いイチジク状を呈する。基部
は夾雑物に覆われるが、表面に網状の隆線が認められる。
大きさ、形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と
判断される。
SIM79　（第 10 図 3 ～ 4）
　深鉢形土器底部外面に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.5㎜、幅 2.0㎜、厚さ 1.9㎜で、平面は楕
円形、側面は基部がやや細いイチジク状を呈する。表面
上半部に網状の隆線が認められる。大きさ、形態や表皮
の特徴からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM80　（第 10 図 5 ～ 6）
　深鉢形土器底部外面に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.4㎜、幅 1.9㎜、厚さ 1.8㎜で、平面は楕
円形、側面は基部がやや細いイチジク状を呈する。表面
に網状の隆線が認められる。大きさ、形態や表皮の特徴
からシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM82　（第 10 図 7 ～ 8）
　深鉢形土器底部外面に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.5㎜、幅 1.9㎜、厚さ 1.8㎜で、基部がや
や細いイチジク状を呈する。網状の隆線が外皮全体を覆
い、基部付近の外皮の裂け目から内果皮表面のわらじ状
細胞状の痕跡が見られる。大きさ、形態や表皮の特徴か
らシソ属（Perilla）果実と判断される。
SIM94　（第 10 図 9 ～ 10）
　深鉢形土器胴部断面上部に圧痕が確認された。
　圧痕は、長さ 2.2㎜、幅 2.1㎜、厚さ 2.1㎜で、ほぼ球形
を呈する。底部の一部が欠損するが、表面に網状の隆線
が認められる。大きさ、形態や表皮の特徴からシソ属
（Perilla）果実と判断される。
SIM101　（第 10 図 11 ～ 12）
　深鉢形土器胴部内面下部に圧痕が確認された。
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表1　下原遺跡土器 圧痕観察表
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雑草型からエゴマが分化し、その後シソとエゴマの間に
は頻繁な遺伝的交流はないと考えている（新田　2001）。
　笠原安夫は、シソ属と類似した種子構造をもつイヌコ
ウジュ属を含めた種子の大きさに着目し、エゴマ、シソ
とさらに小さいレモンエゴマ、ヒメジソ、イヌコウジュ
の区別が可能としている（笠原 1981）。また、松谷暁子
は遺跡から出土するこの種の果実が、エゴマ、シソ、レ
モンエゴマ、ヒメジソ、イヌコウジュ属の順に小さくなり、
大きさによる分類の可能性を指摘しているが、なすな原
遺跡や荒神山遺跡から出土した個別試料については種レ
ベルの断定を避け、シソ属またはシソの類としている（松
谷 1988）。
　中山が行った計測では、エゴマ、レモンエゴマ、シソ
の順で小さくなるが、エゴマ（N=20）が長さ 2.2 ～ 2.7㎜、
幅 2.2 ～ 2.6㎜であるのに対し、レモンエゴマ（JP230282）
の中にも長さ 2.2㎜、幅 2.0㎜程度の大きさのものがある
ことが判明した（中山 2015）。したがって、現生種子と
の比較からは、長さ 2.3㎜、幅 2.1㎜を超える大型の果実
がエゴマとして、他のシソ属とは区別される可能性が高
いと考える。

きさ、形態や表皮の特徴からシソ属（Perilla）果実と判
断される。　　　　　　　　　　　　　　　　　  （中山）

６　考察
　下原遺跡の圧痕土器は、縄文時代中期中葉の勝坂 3式
（井戸尻段階）に比定される土器である。当初土器表面の
肉眼観察で確認された 115 点の圧痕レプリカ試料の分析
の結果、シソ属（Perilla）36 点、シソ属近似種 2点、不
明種 56 点が確認された。
　本調査で最も検出点数が多かったシソ属の内、シソと
エゴマは、植物学的にはPerilla frutescens という同一種
に分類され、エゴマは　P. frutescens  var. frutescens、シ
ソはP. Frutescens  var. crispa という変種として扱われ、
両者は自然交配可能である。シソ・エゴマは、2n＝ 4x＝
40 の四倍体であるが、同じ染色体数をもつ野生種は知ら
れていない。二倍体の野生種の一つであるレモンエゴマ
P. frutescence  var. citriodora がシソやエゴマのゲノム起
源に関与しているとする説がある（Honda. et.al.　1994）。
新田みゆきは、RAPD法と呼ばれるDNA解析法を用いた
シソ・エゴマ・レモンエゴマの系統樹を基に、シソかシソ
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第11図　現生のエゴマ Perilla frutescens var. frutescens  種実 SEM画像
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第12図　下原遺跡シソ属果実の大きさ比較

第13図　下原遺跡土器圧痕軟X線撮影画像（合成）
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　下原遺跡から検出されたシソ属の果実は、長さ 1.9 ～
2.9㎜、幅 1.8 ～ 2.6㎜、厚さ 1.5 ～ 2.3㎜を図り、平均の長
さ 2.4㎜、幅 2.1㎜、厚さ 2.0㎜である（第 12 図）。したが
って、これらの試料はほとんどがシソ属の中でも大型の
エゴマの分布範囲に入る。
　また、試料 SIM33、SIM34、SIM37、SIM103、SIM108、
SIM111、SIM112 の圧痕では、外表皮の網状細胞に囲ま
れた内部に乳頭状の凹凸が認められた。現生エゴマの中
でも、第 11 図 7 ～ 9 の果実 Bのように、網状隆線内部
に乳頭状突起が発達するタイプが認められている。一方、
シソではこの部分がアメーバー状の平坦な細胞がジグソ
ーパズルのように配置され、突起は発達しない。したが
って、下原遺跡のシソ属果実の中には、Bタイプのエゴ
マを含んでいるとみられる。
　さらに、試料 SIM25、SIM30、SIM51、SIM69、SIM82、
SIM109 の圧痕では、基部付近に裂け目があり、そこか
ら内果皮が露出している。これらの内果皮表面には、楕
円形の隆起が列状に並んで認められる。こうした裂け目
は、外皮に力が加わってできた割れ目と考えられ、果皮
が厚く比較的硬い果実の特徴を示している。また、内果
皮の楕円形隆起列は、わらじ状細胞を持つシソ属の特徴
を示している（第 11 図 10 ～ 12）。
以上の観察結果を総合的に捉えると、下原遺跡のシソ属
果実は、シソではなくエゴマである可能性が極めて高い
と判断される。
　また、不明種とした種子についても、夾雑物や欠損に
よって同定の鍵となる明確な特徴を捉えることができな
かったが、シソ属と同様の大きさや形状を示しており、
おそらく同一種の果実が混入していたと考えられる。
　土器表面に 100 点を超える果実圧痕が見られることか
ら、筆者らは土器胎土内部にも潜在圧痕が存在すること
を想定し、軟位X線調査を行ったところ、内部にも 200
点あまりの果実が存在する可能性が得られた（第 13 図）。
これらの結果を踏まえ、現在土器内部の CTスキャン調
査を進めている。これらの調査分析結果については改め
て報告を行いたい。　　　　　　　　　　　　　　（中山）

註 1　本稿の図の作成には、博物館資料調査補助員の佐
藤ななみの協力を得た。記して感謝します。
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